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岐阜県自然共生工法研究会

水生生物の移動を支える
河川環境のきめ細かな修復活動

はじめに

岐阜県自然共生工法研究会は、水と緑があふれ、多

種多様な生物を育む自然豊かな岐阜県土の保全・復元

を図り、次の世代に素晴らしい県土を引き継いでいくこ

とを目的とした事業である「自然の水辺復活プロジェク

ト」を、産学民官の協働によって進め、自然と共生した

県土づくりの推進母体の一つとなるよう平成13年12月

に設立されました。

本研究会は、自然との共生に資する工法の調査・研

究および評価を行う研究評価部会、自然共生工法の展

開を担える人材の輩出を目指した人材育成部会、自然

共生工法への関心の喚起と意識の啓発を図る企画啓

発部会、さらに、工法に関する特定分野の専門研究を

行う研究専門部会を基幹とした組織です。そして、特定

事項や課題などについて重点的に活動を進めるため

に、現在「環境修復」、「会報誌」、「魚道研究専門」の3

つのワーキンググループ（以下「WG」という。）を有し

ています。

これまで、公共事業の現場を中心に、自然共生の理

念の共有や工法の普及に努め、良好な水環境の維持・

保全や改善など、岐阜県が推進する「清流の国ぎふづく

り」にも貢献する活動を行っています。

今回の受賞対象となった「水生生物の移動を支える

河川環境のきめ細かな修復活動」は、上記の魚道研究

専門WGと環境修復WGがコアとなって、関係機関との

協働で進めているものです。魚道研究専門WGでは、

旧NPO法人魚道研究会が蓄積した成果を継承し、既

設・新設に拘わらず魚道の果たすべき機能を明らかに

して、それらの機能の確保や改善を専門的に研究して

います。一方、環境修復WGでは、大掛かりな工事によ

らないで僅かに手を加えることで著しく環境の改善を

図りうる箇所を様々な分野や地域において見出し、管

理者の支援を受けながら自らの手で修復していく取組

みを進めています。河川分野では、生物の移動性の阻

害箇所の抽出と改善、単調な水際解消の工夫といった

活動を行っており、「小さな自然再生」と呼ばれている

活動とも共通しています。

活動目的・概要

魚道研究専門WGでは、岐阜県が管理する河川や砂

防施設に設置された600箇所以上の魚道について土砂

体積や転石による施設破損、河床変動などによる機能

低下といった課題に対応するため、蓄積してきた知見と

新たな調査に基づき、魚道の機能や特性を簡便に評価・

表現できる「魚道カルテ・同手引書」を岐阜県とともに作

成して点検と結果の分析を行い、魚道機能の確保と向

上に効果的な補修工法を提案し施工にも立ち会うなど、

水生生物の移動を的確に支援する活動を行っています。

第17回 日本水大賞【未来開拓賞】

自然共生工法研究会組織図

研究評価部会
自然共生および工法についての調査、研究、助言を行います。
基盤整備についての指導、助言を行います。
自然共生工法認定制度のあり方や研究の進め方について指導・
助言を行います。
調査研究助成の審査を行います。

企画啓発部会
自然共生思想普及のための啓発事業の企画・開催を行います。
会員相互の情報交換・外部への情報発信を行います。
会報誌の発行を行います。
協賛・助成等の企画・審査を行います。

人材育成部会
会員や自然共生に携わる人材の育成を行います。
勉強会などの育成イベントの企画・開催を行います。
創意工夫等表彰の選考を行います。

研究専門部会
自然共生に関する特定分野（魚道）の専門的研究を行います。
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また、環境修復WGでは、現在なら自然環境や水環境

に配慮した河川改修・整備を行っていますが、過去に整

備された河川では必ずしも配慮されているとはいえない

箇所が多く存在するため、身近なところから環境機能や

生態系機能の回復に取り組んでいます。例えば、魚類や

ニホンイシガメなどの行き来を阻んでいた箇所を新たに

見出し、河川管理者と協働した小規模な対策により解消

を図りました。

活動内容

魚道研究専門WGでは、水生生物の移動が遮断され

ることなく遡上・降下できる環境の確保に向けて魚道

の維持管理や機能改善への取組みを支援するために、

魚道の点検を系統的・客観的に進めるのはもとより、効

率的・効果的に行いうる「魚道カルテ」とその手引き書

を作成しました。ついで、それを用いて実施した魚道点

検の結果に基づいて改善対策の検討と提案を行ってい

ます。さらに、この魚道カルテを用いることで、専門的

知識が多くなくても魚道に関心を持ってさえいれば、誰

にでもこうした作業が可能になることを明らかにしてき

ましたので、岐阜県による「フィッシュウェイ・サポーター

（以下「FWS」という）※」制度の制定にも寄与するこ

とができ、「地域の目による魚道の維持管理」への道を

拓いてきています。

一方、本研究会の設立10周年を契機として設立した

環境修復WGでは、様々な分野を対象に過去に整備さ

れた箇所で失われた環境機能・生態系機能を照査・抽

出して、小規模な対策でその再生を図る取組み（全国的

には既述のように「小さな自然再生」と呼ばれています）

を研究会会員が主体となり、地域の人 と々ともに推進す

ることを目指しています。その一環として、身近な河川で

連続性を損ねている箇所等を新たに見出し実際に解消

する取り組みを行い、水生生物の生息環境の修復を進

めています。これは、魚道が設置されていない水生生物

の移動阻害箇所を改善する取り組みで、魚道研究専門

FWS委嘱式の後、魚道の点検方法やカルテへの記入方法などの講習
を行いました

職員対象の「魚道カルテ」を用いた点検の説明会
カルテの記入方法などを確認

県民と協働して魚道点検を行うFWSの方々への委嘱式
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WGの活動を補完するものとなっていて、今後に向けて

そうした取組みのノウハウの蓄積を図っています。

※「FWS」とは、県と協働して魚道の点検をしていただける方を

フィッシュウェイ・サポーターに委嘱するもので、県民協働で魚

道の点検を実施する

活動実績

1．魚道研究専門WGの活動

平成24年度から平成28年度の5箇年で河川魚道の

機能回復事業を行うため、自然共生工法研究会員の有

志からなる魚道研究専門WGと学識者、及び岐阜県と

の協働により、下記の活動を行いました。これらの活動

は、岐阜県が新たに創設したFWS制度にも寄与してお

り、魚道の点検体制の強化を支援しています。

無論、本WGやFWSの活動は、5箇年の事業期間で

終わるものではなく、事業終了後も継続していきます。

○　平成23年 7月　魚道研究専門WGの立上げ

○〜平成23年12月　魚道点検カルテ案の作成

 魚道点検試行の実施

○〜平成24年 3月　 点検評価結果のすり合あわせ、

魚道カルテとその手引書を作成

○　平成24年 7月　魚道点検方法の勉強会の開催

○　平成24年 8月　 全県下における魚道点検を開始

（673箇所を対象）

○　平成25年 2月　 魚道点検結果の公表、魚道の

維持修繕計画の策定

○　平成24年度〜　 魚道点検結果に基づく魚道の

維持修繕の実施

○　平成25年 6月〜 FWSの募集と委嘱、魚道点検

勉強会の開催、FWSによる点

検実施

○〜平成26年 2月　 水環境シンポジウム、並びに

自然共生事例発表会での発表

○　平成26年度　　継続実施

点検結果に基づき、改修した魚道
（岐阜県恵那市　高波川）

県とFWSによる魚道カルテを用いた魚道点検状況
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2．環境修復WGの活動

岐阜市長良の一級河川天神川において、自然保護活

動に取組んでいる「天神川を考える会」の皆さんと研

究会会員の有志らにより、落差工を改善して河川の連

続性を確保する活動を行いました。すなわち、研究会

会員の中から参加者を募集し、天神川を考える会の方々

とともに、落差工の改善計画の立案から設計、手作業

による工事の実施まで、既設の根固めブロックをうまく

利用して創意工夫に満ちた魚道を設置し、魚類ばかり

でなくニホンイシガメの遡上も確認しました。工事に必

要な資機材については、河川管理者や自然共生工法研

究会、また参加者からも提供があり、活動自体はすべて

ボランティアで行いました。

次の対象箇所として、不破郡垂井町の梅谷川最上流

部を選定し、地元の方々や垂井町と協働で取組みを開

始しています。

○　平成25年 8月　 勉強会を開催し、現地で生物

調査を実施（参加者：17名）

○　平成25年 9月　 現 地 での施 工に向け、第1

回現地検討会を実施

 （参加者：27名）

○　平成25年10月　 第2回現地検討会を実施

 （参加者：21名）

○〜平成26年 1月　 2回の現地検討会参加者のう

ちの有志による詳細検討の

実施

○　平成26年 1月　 河川管理者への改善計画提案

書の提出とその承認

○　平成26年 2月　 河川管理者による簡易魚道の

土台となる既存部分（大型コン

クリートブロック）の整正工事

の実施

○　平成26年 4月　 魚道設置検討のための試行施

設を人力作製し機能を確認

 （参加者：27名）

○  平成26年 6月　 河川管理者と会員有志による

魚道隔壁工事の人力施工

 （参加者：13名）

○　平成26年 7月〜遡上状態の確認

点検結果に基づき、改修した魚道
（岐阜県下呂市　竹原川）

点検結果に基づき、改修した魚道
（岐阜県揖斐郡揖斐川町　飛鳥川）
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活動の効果・社会への波及効果

魚道研究専門WGでは、県下の魚道施設の点検につ

いて、「魚道カルテ」という点検フォーマットを作成する

ことにより、客観的，系統的かつ効率的に点検が実施

できることを目指しています。また、手引書を作成する

ことで調査方法の統一を図り、点検結果から恣意性に

よるばらつきを排除することにより、点検結果に基づい

た効率的・効果的な機能評価が可能となり、効果的な

補修方法の提案に繋がるようにしています。以上のこと

がらを通じて、魚がのぼりやすい川づくりの推進に大き

く寄与して、次世代にいのちの輝きに溢れた川を引き

継ごうとするもので、他県からも注目されています。

また、環境修復WGの活動は、身近なところから良好

な自然環境の再生のキーになる箇所を見つけ出し自ら

の手でその改善を図るもので、河川分野に限っていま

せんが、豊かな水環境の継承という社会的な要請に応

えるものです。昨年度から活動を開始したばかりでまだ

まだ取組み箇所は少ないのですが、先に紹介した天神

川の事例や垂井町の取組みなど、魚道研究専門WGの

活動を補完できる内容となっており、民間の方の活力を

中心としたスキームの確立とそのノウハウの蓄積は、望

ましい水環境の保全・再生を目標の一つとしています。

今後の河川管理・流域管理に資するとともに、「清流の

国ぎふ」を支える人づくりにも繋がっています。

完成後には、簡易魚道の上流でカワムツが泳いでいました

着手前の測量風景　落差工により河川の連続性がない状態でした

自然保護活動に取り組んでいる「天神川を考える会」と「自然共
生工法研究会」の有志らによる簡易魚道の製作

完成
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活動を実施する上での留意点、工夫や苦労した点

魚道研究専門WGの取組みは、魚道の状態が客観

的に把握でき、効率的に点検できるよう点検項目や方

法を検討し、魚道施設本体だけでなく施設上下流の河

川状況も記録できるよう魚道カルテに写真台帳、自由

記入欄を設けるなどの工夫をしました。さらに、点検結

果への恣意性な介入を避けるため、魚道研究専門WG

のメンバーが試行を繰り返して点検方法を検討すると

ともに、その結果を手引書に反映し勉強会を開催して

点検方法の統一が図れるよう努力しました。

環境修復WGの取組みは、河川管理者などの行政担

当者の理解と承認のもとで共に活動を進めるものであ

るため、管理者としても必要性のあるものでなければな

りません。また、大規模な工事を要しないことも不可欠

の条件ですので、対象箇所の選択が最大の留意点にな

ります。また、取組む課題については、地元の方々のご

理解やご助力も必要となることから、必ず地元の方々

からの要望がある箇所を選定することとしました。さら

に、対象箇所の周辺の方々に活動へのご理解をいただ

くために、自治会等を通じて周知に努めることも重要

な留意点であることが改めて認識されました。今回ご

紹介した取組みは初めてのものであったため、ノウハウ

がなく、どう進めていくべきか試行錯誤しながら、地元

の方や関係者との調整に苦労しました。

今後の計画

魚道研究専門WGでは、FWSとともに、作成した魚

道カルテを検証し、カルテを改良しながら点検データ

の解析を進め、その結果からそれぞれの魚道に最適な

修繕方法に関する研究を行います。具体的には、水生

生物の生態的側面からの評価に向けたフォローアップ

の方法として、魚道の整備が進んでいる河川をフィール

ドに遡上実験を行うなどして、遡上しやすい魚道環境

が本当に整っているか否かを精査します。また、補修が

行われた魚道についても効果検証を行い、効果的な補

修方法の立案に繋げていきます。こうした研究の成果

を順次取りまとめて全国に発信していく予定です。

環境修復WGでは、河川の連続性の確保に係るもの

だけでなく、単調な水際の解消など環境機能・生態系

機能の修復を図る取組み箇所を増やしていくため、取

組みに適した箇所の調査を行い、河川管理者等と調整

を図って活動を展開していきます。活動を広げていく意

味でも、主体的に活動できるリーダーを県内の地域単

位で発掘していきます。また、河川分野に限らず河川沿

いの道路や農地、森林といった水環境に密接な分野に

ついて活動の範囲を広げていきます。

岐阜県自然共生工法研究会は、1,600を超える個人・

法人会員を有する団体で、冒頭で紹介した活動を行っ

ていますが、これまでの取組みは施工前後の公共事業

に偏ってきたきらいが否めません。今後は、会員の身近

なところに着目して自然との共生を図っていく取組みを

魚道研究専門WGや環境修復WGの活動を基軸として

進めていきたいと考えています。

岐阜県自然共生工法研究会




